
１行方不明者数の推移

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1 R 2 R 3 R 4

男性 53,916 52,736 53,319 54,664 54,574 56,379 55,747 48,994 50,289 54,259

女性 30,032 28,457 28,716 30,186 30,276 31,583 31,186 28,028 28,929 30,651

総数 83,948 81,193 82,035 84,850 84,850 87,962 86,933 77,022 79,218 84,910

うち認知症 10,322 10,783 12,208 15,432 15,863 16,927 17,479 17,565 17,636 18,709

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000（人）

令和４年の行方不明者数は、統計上、最少を記録した令和２年から２年連続で増加。

[注記]
１ 行方不明者数は、警察に行方不明者届が出された者の数であり、延べ人数。
２ 認知症は、行方不明者届受理時に届出人から、認知症又はその疑いにより行方不明になった旨の申出のあったもの。



２行方不明者数の年齢層別推移、原因・動機別割合

※ 小数第2位以下四捨五入
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14,959人

人口10万人当たりの推移

原因・動機別割合（令和４年中）

※ その他、不詳を除く。
※ 原因動機別の定義は次項のとおり。
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※ 原因・動機は、行方不明者届受理時に届出人から申出のあったものを計上。

年代

動機

1 家庭関係 30.9% 家庭関係 36.9% 事業職業 27.9% 事業職業 25.6% 家庭関係 17.4%
疾病

(認知症以外)
16.9% 認知症 20.7% 認知症 64.6% 認知症 77.6%

2
疾病

(認知症以外)
5.4% 学業関係 9.6% 家庭関係 11.3% 家庭関係 14.2%

疾病

(認知症以外)
15.9% 家庭関係 15.6%

疾病

(認知症以外)
13.0% 家庭関係 5.7% 家庭関係 3.0%

3 学業関係 3.1%
疾病

(認知症以外)
4.0%

疾病

(認知症以外)
5.9%

疾病

(認知症以外)
9.5% 事業職業 14.6% 事業職業 11.2% 家庭関係 12.4%

疾病

(認知症以外)
4.6%

疾病

(認知症以外)
1.7%

９歳以下 １０代 ２０代 ７０代 ８０歳以上３０代 ４０代 ５０代 ６０代

10代以下は家庭関係、20～30代は事業職業関係、60代以上は認知症関係が高い割合を占める。



３行方不明者数の原因・動機別推移（人口10万人当たり）
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犯罪事故等発覚のおそれ

病気苦、精神障害、
認知症等

認知症を原因・動機とする行方不明者は、平成24年以降、年々増加。

（人）
※ 原因・動機は、行方不明者届受理時に届出人から申出のあったものを計上（不詳を除く）。

【令和４年・総数】

24,719人（ 29.1%）

18,709人（ 22.0%）

17,147人（ 20.2%）

12,899人（ 15.2%）

9,615人（ 11.3%）

6,010人（ 7.1%）

1,771人（ 2.1%）

1,272人（ 1.5%）

407人（ 0.5%）

※（）内は総数84,910人
に対する割合。

数値は疾病関係の内数

交通事故、窃盗等、何らかの
犯罪

放浪癖、遊び癖、
事件・事故遭遇等

親子間不和、夫婦間不和等

事業不振、失業、
職場人間関係不和等

数値は疾病関係の内数

学業不振、学校嫌い、
いじめ等

恋愛問題、結婚問題、
不倫問題等



所在確認・・・警察又は届出人等において所在が確認されたもの
死亡確認・・・警察において死亡が確認されたもの
その他 ・・・届出が取り下げられたもの等

※小数第２位以下四捨五入

令和４年中の
所在確認等の総数

所在確認 死亡確認 その他

構成比 構成比 構成比

行方不明者全体 80,653 67,415 83.6% 3,739 4.6% 9,499 11.8%

うち認知症 18,562 17,923 96.6％ 491 2.6％ 148 0.8％

４行方不明者の所在確認等の状況

所在確認
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うち認知症

令和４年中に所在確認等された認知症の行方不明者のうち、約97％が発見・保護されている。



５行方不明者の所在確認までの期間(令和４年中)

認知症行方不明者は受理当日に77.5％、１週間以内に99.6％が所在確認されており、
行方不明者全体と比較して早期に所在確認に至っている。
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行方不明者全体

所在確認
の総数

受理当日
2日～

7日
8日～
14日

15日～
１か月

１か月～
３か月

３か月～
６か月

６か月～
1年

1年～2年 2年以上

行方不明者全体 67,415
36,918
(54.8%)

20,600
(30.6%)

1,854
(2.8%) 

1,548
(2.3%)

1,936
(2.9%)

1,017
(1.5%) 

1,193
(1.8%)

799
(1.2%)

1,550
(2.3%) 

うち
認知症

17,923
13,893
(77.5%)

3,950
(22.0%)
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13
(0.1%)
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※死亡確認、その他は含まない。
※小数第２位以下四捨五入

※小数第２位以下は四捨五入しているため、表の比率の合計数とグラフの累積比率が一致しない場合があるほか、
「～３か月」「～６か月」の認知症に係るグラフの累積比率が「100.0％」となっている。


